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近畿建築士会協議会青年部会　参加報告

第５１回 建築士会全国大会『とくしま大会』特集 

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  「井戸水の話・猫の駅長たま」  ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
今回、和歌山市支部よりバトンを受け、那賀支部からは井戸水に纏わる話と、全
国的に有名になった貴志川線貴志駅の猫の駅長たまの話題を取り上げます。
昔から、この那賀地方（今は紀の川市・岩出市）は和歌山県の穀倉地帯と言わ
れ、温暖な気候と豊富な水に恵まれて来た地域です。
良質な地下水にも恵まれ、岩出、打田、粉河地域では昔から造り酒屋が多く発達
した所でも有ります。
また紀の川市には、今でもこの水を生活用水として活用した井戸が多数あり、全
国名水百選Ⅱにも取り上げられた花野（打田）の弘法の井戸や東野（粉河）のお
大師さんの井戸など諸国行脚の弘法大師に纏わる由緒ある井戸も存在してい
ます。
その中でも、粉河寺の門前町として栄えた旧粉河町の本町通り（別称、とんま
か通り）周辺は古くから酒造り、酢造りが盛
んな所で、粉河酢としても古い歴史を持って
います。
また、通りに面した桃谷順天館の創業者でも
ある桃谷政次郎氏旧邸内にある井戸や、周
辺には沢山の共同井戸もあり、古くからこの
良質の水を使った産業も発達した地域でも
有ります。
それからもう一つの話題、たま駅長、みなさんご存知ですか。
多分、日本で今一番有名な駅長だと思いますが、その駅長さんが和歌山電鉄
の貴志駅にいます。
雌の三毛猫のたまちゃん。会社から正式な辞令を受け、社員として毎日働いて
います。
主な業務は客招きで、会社で唯一の女性管理職「スーパー駅長」です。
ＴＶや新聞などで紹介されてから、たま駅長目当ての乗客が日本全国から貴志
駅を訪れるようになり、県への経済波及効果が１１億円に達したとの研究結果も
出ています。
その功績が認められ、先日県知事から「県勲功爵（わかやまでナイト）」の称号も
贈られました。
そのたまちゃんを一目見ようと貴志駅へ。
小さな駅構内には１５人ほどのたま駅長目当てのお客さんがいました。
母親のミーコ助役はぐっすりお昼寝。同居のちび助役は残念ながら病気で休暇
中でしたが、たま駅長はたくさんのギャラリーに見られながらも駅長室で悠 と々毛
づくろいをしていました。
きれいな毛並み、堂 と々した風格、かわいい仕草にかわいい顔。
人気者になるのもわかります。
是非皆さんもかわいいたま駅長に会いに来てみませんか。
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　　平成20年度 連合会会長表彰
今回、建築士会全国大会「とくしま大会」に参加して、建築士
会連合会より名誉ある表彰を頂く事になりました。不才で不勉
強な私には、身に余る光栄と感謝を申し上げます。4年前、和
歌山大会の事、物産部会でお世話頂いた各支部の役員様、
有田支部会員様のことを思い出します。これを機に益々、建築
士会を通じて社会に貢献ができればと思います。最後に成りま
したがお世話を頂いた会員様、役員様、各会員様に心からお
礼申し上げます。皆様の益々のご健勝をお祈り申し上げます。
合掌

有田支部 山下 勝

　　平成20年度 連合会会長表彰
貴会からご推挙頂き、私には身にあまる光栄の平成20年度連
合会長表彰を、第51回建築士会全国大会『とくしま大会』に
於いて、藤本昌也連合会長より頂く事が出来ました。
那賀支部からは、金岡政夫様以来で、大勢の支部会員の
方 も々大会に参加を頂きお祝いをして頂きました。
中野会長、寒川事務局長はじめ役員の皆様方のお心使いに
対し心から厚く御礼を申し上げます。
ともすれば基準法の改正・士法の改正等で気分がふさぎ、気
力が萎え掛けていましたが、この栄誉を糧に、もう一度気力を
奮い立たせて微力ながらも、明日からの士会活動と仕事と奉
仕に情熱を持って頑張って行きたく思います。
貴会の今後益々のご発展をお祈り申し上げますと共に私に対
する今まで以上の温かい御指導とご鞭撻を宜しくお願い申し
上げ感謝とお礼の言葉と致します。

那賀支部 小川 浩

　　平成20年度 日本建築士会連合会賞 奨励賞
和歌山市内で設計させて頂いた「田村病
院」が第36回日本建築士会連合会賞を受
賞できましたことを、大変光栄に思います。
全国から130点の応募があり、一次審査で
16点、二次の現地審査で10点が選出され、

内スーパーゼネコン7点、3点はアトリエ事務所でした。
審査員からは、「精神病院であることは、初めて訪れた人には
意識できない作り。自然木をランダムに樹立させ、室内に和らぎ
と緊張感を醸し出す仕掛けを施している。その場が持つ空気
感は時間が止まったようで、何か精神の闇に光を投げかけるよ
うな暖かい気配を感じ取った。ここで働く人と患者は、目に見え
ない気配りと優しさでつながっている。明快にデザインされてい
る秀逸な作品である」と評された。
生命の象徴としての「木」。木としての「人」。木は全てを育む。
魂の故郷としての「森」。森は生命体を歓喜する「場所」であ
る。多種多様な木々の集まりである森と同様に、画一的でなく
施設らしくないこと、自然な諧調であること、又、「五感のバリア
フリー」を意識し、患者の自然治癒力を高め社会復帰を促すと
考えた。
建築は「街づくり」に重要な要素を持っている。きれいなまちづく
り、若者が定住できるまちづくりがこれからもできればと思います。
最後になりましたが、建築主並びに施工者（淺川組）にこの誌
上をお借りして御礼を申し上げます。ありがとうございました。

和新・設計事務所 古久保泰男

　　平成20年度 伝統的技能者表彰
…………………………………………………橋本 惠一

とくしま全国大会において近畿建
築士会協議会青年部会は近畿
各県において青年建築士が取
組んでいるさまざまな環境活動
（エコ・プロジェクト）をまとめて大

会へ出展しました。
近畿２府４県がそれぞれ持つエリアの特徴、特色を生かした取
組みや、一般市民との連携や異業種の方 と々のコラボレーション
など色 な々情報をまとめた資料も当日配布でなくなる程で全国の
方々に情報発信が行えたと思っております。

近畿建築士会協議会 青年部会

左より山下氏、小川氏、橋本氏


